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東京地裁と東京高裁は同じ建物です(詳しくはロビーの掲示板で確認してください)。　地下鉄丸の内線「霞ヶ関」地裁方面出口を出るとすぐわかります。　　　（石川中裁判を支える会事務局）

· ★石川中事件（第３次処分）★★

東京高裁に控訴しました　　　　　根津公子
◆「裁量の範囲」と言わせない

今春の「君が代」不服従者248人の戒告・減給、58人の注意等の処分について、都教委は「10・23通達に違反したからではない。校長の職務命令に違反したから」だ、校長の判断一つで「君が代」を実施し処分の上申をしているかのようなご都合主義のもの言いをする。「校長たちよ、都教委にこんな言われ方、使い方をされてなぜ、黙っているの？」と聞きたいところだが、「教育委員会から職務命令を出すよう指導をされた。そこから逃れることはできなかった」と本当のことを言う校長もまたいない。残念ながらここまで校長たちは、都教委にコントロールされてしまっている。

処分対象とされた教材プリントの記述、「豊田被告のことばをあなたはどう捉えますか。『卒業・入学式に、日の丸を掲揚せよ、君が代を斉唱させよ』と教委から指導された全国の校長のことばと同じに聞こえませんか。思考は同じだと思いませんか」が、ますます実態として正しいことを証明してしまっている。

「世界」9月号に西原博史さんが99年入学式の「君が代」伴奏拒否・処分取り消し訴訟と私の石川中訴訟の判決に言及し、「国歌強制問題から司法の責務を考える」と題し、次のように書かれている。「権力の側の遵法精神の緩みを支えているのは、多少枠を踏みはずしても大目に見る裁判所である。特に、以前『特別権力関係』と呼ばれた領域で、裁判所の機能不全が深刻である。この『特別権力関係』というのは、国家内部で特殊な命令服従関係が発生する領域――法的強制に基づいて関係が発生する例に在監者、自発的同意の例に公務員――において、人権を保障するための司法的介入を認めず、命令権者による規則制定に絶対的効力を認める考え方であった。（中略）施設管理者には極めて広範な裁量が認められている」と。それゆえ石川中事件の地裁裁判官も、プリントの記述の正誤に触れずして、極めて広範な市教委の裁量を認め、私の訴えを棄却した。その裁判所の機能不全に揺さぶりをかけていきたいと思う。裁判官に、「裁量の範囲」とは言わせない。労働訴訟でセクハラ訴訟で、そして最近では戦後補償の訴訟でも、幾多の不当極まる「棄却」「却下」を経てほんの少しだが、勝利判決を勝ち取ってきているのだから、歴史の中で先を見て闘っていきたい。

7月に通称、「ココロ裁判」の傍聴をした。「君が代」不起立で１７年も前から処分をしている北九州で処分された教員たちが行っている、学校現場に内心の自由を求め、「君が代」強制を憲法に問う裁判である。この法廷に西原さんが証人として出廷、最後に、特別権力関係にある当件において裁判所が機能不全を起こさないよう注意を喚起された。「裁判所というところは難しいところなのかもしれませんが、法律的に見て間違っていることを間違っていると言うだけで勇気が要るところなのかもしれないんですけども、やはり事柄の重要性ということからしますと、正に法的に見て間違っていることを間違っているとおっしゃっていただく勇気を持っていただくようお願いする…」。裁判所・裁判官に「公正な審理を」と「お願い」するに終わらない、裁判所に対するこの言い方いいな、と感じた直後の上記論文であった。

◆主張は

さて、高裁で主張したい柱２つについて。

①「校長は学習指導要領に沿って『日の丸・君が代』を実施している。だから、根津のこの授業は『学習指導要領の趣旨に逸脱』だ」と、被告・八王子市は主張するが、89年に学習指導要領に「日の丸・君が代」の実施が盛り込まれて以来、その文言に変化はない。しかし、89年当時は「日の丸・君が代」を実施していない学校はまだ、たくさんあった。校長たちの言動・行動、実施率の変遷を見ると、実施は学習指導要領ではなく、教育委員会の「指導」という名の絶対命令によることは否定のしようがない事実。それを認めないのは、文部行政と裁判所だけ。広島や東京の校長たちが置かれた状況と事実を検証する中で、プリントの記述が実態として正しいことを主張する。

②処分の実行者である和田参事が、処分当時朝日新聞にコメントした、「日の丸・君が代を考えましょうと生徒に呼びかけるのは、指導要領に異を唱えることで、受け入れられない」について。「日の丸・君が代」を子どもに受け入れさせるために、考えさせてはいけないと言うこの発言は、今春の都立高校の卒業式において、生徒の不起立は教員の「指導不足」、として教員を注意処分にした思考と重なる。教育法規も教育原理もそして、子どもの権利条約が謳う、「子どもは権利の主体である」という子ども観も、うわべを飾ることさえなく、すべてかなぐり捨て、こうもストレートに権力を持つ側の本心を言ってのける。子どもが「日の丸・君が代」に愛着心を持つようマインドコントロールすると、都・国家あげての偏向教育実施を宣言するようなもの。被害者は、子どもたちである。

再び「小国民」を作り出してしまうことのないよう、教員である私には、「日の丸・君が代」についても他の教材と同じように、子どもたちが考え判断できるような教育活動をする責務がある。私は、本件プリントで、「教委から指導された全国の校長のことばと同じ」ではないかと、現象面について例示しただけだが、市教委は、「日の丸・君が代について考えましょうと生徒に呼びかけている」と、文字になっていないところまで拡大解釈してくれている。ならば、「日の丸・君が代について考えましょう」と呼びかけることは、教員の職務だと、子どもの思想・良心の形成を援助するために必要な教育活動だったと、主張したい。「個人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する人間の育成」を目指す教育基本法、中学校の教育目標に「公正な判断力」を謳う学校教育法、そして子どもの権利条約等に鑑みて、正しいのは私でしょう、と主張していきたい。


· ★　多摩中事件（第４次処分）★★

東京地裁に提訴しました　　

◆減給処分から２年半

　教育行政にとって都合の悪い教員一人を排除しようと考えたときには、校長・教委が保護者や生徒を利用し、デマや嘘も使い、ここまで執拗にするものなのかと、よくよくわかった1年間にわたる指導力不足等教員攻撃であった。攻撃から1年後、授業観察後の「協議会」に出席しなかったことを理由にした減給処分で、この件は終息したが、その後も私に対するマークや嫌がらせは続いている、と私は感じている。

03年長時間通勤を強いた調布中への異動、しかも過員配置（家庭科担当教員がいるところに定数外で私を配置した）。そして04年度もまたまた、過員配置の異動。しかも今年は、校長から「Ｔ１・Ｔ２のチームティーチングでＴ１の立てた年間指導計画でお願いしたい」「根津はＴ２で、Ｔ１のお手伝い」だと言われた。話し合いもないこのようなかかわり方は、生徒に対して失礼だと思い断ったが、私は、これも校長一人の発案ではなく、都・市教委の「指導」があってのことだと感じている。

なぜ、私がそのように感じるか――。私が校長とやりとりする時には必ずと言っていいほど教委の指導が介在してきたからだ。一例を挙げよう。

02年、私が提出した年間指導計画を校長は、都教委指導主事に見せ、ゴーサインが出て（1ヶ月を費やしたそうだ）から正式に受理したことを私に告げた。その年度の3学期には予定した年間指導計画が完了し、2、3年生ともに1時間ずつ余剰時間ができたのでそれぞれ、「枯葉剤による胎児への影響」「同性愛者の声を聞こう」の授業をしたいと校長に申し出、文書も使ってやり取りをしたのだが、校長はその文書を添えて市教委に報告書を上げている。私は、開示請求をしてそのことを知った。昨年の異動とＴＴについても校長たちは教委に翻弄された。いつも私について、都・市教委と校長との連携はとても密に行われてきた。また、多摩中着任以降、私が校長と話をするときには決まって、教頭がノートを持って同席し、メモを取ることに専念してきた。“手厚いケアー”のされていることが窺い知れよう。こうした事実の積み重ねから私は、上記のように感じている。

◆指導力不足等教員の真の狙いを暴く裁判に

さて、地裁には8月24日に提訴した。請求の趣旨は、次の3点である。

人事委員会審理に引き続き、①減給処分の取り消し

意図的、組織的な現場外し＝指導力不足等教員に仕立てるための攻撃であったので、国家賠償法に基づき、②前島俊寛校長と③多摩市教委が教員としての私に与えた人権侵害への謝罪、精神的損害に対する補償。都教委の関与も問いたい。　

校長、市教委は、表向きは子どもの教育を受ける権利を保障するために私を指導力不足等教員として申請した。しかし、申請が終わってからというもの、ただの一度も校長は授業を観察することはなかった。ただの一度も。そして、その理由について聞く私に校長は、「私の役目は済んだ」と言ってのけた。正直にも。忘れることのできないことばだ。この発言は、子どものことを考えての申請ではなく、私を現場から外すがための、子どもや保護者を利用した申請であった、と言うに等しい。主権在民のこの国で、国家権力の意に反する人間を排除するために、学校現場でどのようなことがなされているのかを明らかにし、問いたい。異常事態の中で利用され、翻弄させられた当時の生徒たちに、真実を伝えたい。

　都教委は、今春の卒業式で生徒が不起立した高校の教員に「指導に不足がある」などとして、注意等を発令した。来春からは、生徒が「日の丸・君が代」に愛着を感じるように授業せよ、という意味のことまで言っている。また、何度も不服従を繰り返すなら、長期研修も考えると言っている。こうなると、「日の丸・君が代」の強制に反対する教員たちが、指導力不足等教員に仕立て上げられていく危険はますます大きい。指導力不足等教員制度の真の狙いがいよいよ明確になっている。裁判では、第２、第３の私を作らせないよう、「君が代」不服従で指導力不足等教員にさせないよう、石原知事―横山教育長を頂点とした都教育行政のやり口を明らかにし、世に問うていきたい。

　かつて訓導（=教師）たちの多くが異を唱えず、国策に協力して「小国民」を作り、戦場に送り出した、その過ちを繰り返さないとの思いで、また、異を唱える教員を排除させないゾとの思いで、私は両裁判に臨む。


雑感・２００４年夏

· 再発防止研修をやめろ！とこの夏、何度か事前に都教委に、当日は研修会場に行った。私たちに立ちはだかる壁の最前線に立たされている都教委の職員に質問し、話かけるが、誰一人答えない。目を合わせることもしない。石原・横山両氏に命令されただけだからと、心の痛みを感じないアイヒマン？それとも、両氏にマインドコントロールされた忠実なる家臣？皆、高度な教育の機会を得た人たちである。聖域への批判を許さない日本の学校教育が作り出した、この人たちを見ていると、私たちがかたまりとなって、教員の良心から、職責から、不服従を声高らかに宣言し、貫くことの重要性・緊急性を痛感する。

★8月26日、都教委は都立学校長に「『ジェンダー・フリー』にかかわる配慮事項について」の通知を出し、①「ジェンダーフリー」の用語の使用禁止②この思想による男女混合名簿の作成禁止を申し渡した。石原都知事や米長邦夫教育委員たち、そして、扶桑社の歴史・公民教科書を採択させようと動いてきた、新しい歴史教科書をつくる会の全国的な「支援」があっての今回の都教委の対応である。下には「説明責任」を執拗に求める都教委が、自身の変更には、一片の通知のみ。家父長制の存続を主張し、憲法を否定する重大なことだというのに、である。3年前、私が女性部の役員だった時の都教委との話し合いで、男女平等教育担当者は、ジェンダーフリーのことばを使い、混合名簿の重要性と推進を言明していたし、地教委への指導もしていた。それなのに、つくる会系の組織によるジェンダーフリーバッシングが盛んになると、この変身ぶり。

都教委は自らは説明責任を果たさないのか？独立性を謳う地教委は、「指導」「指示」されてきた校長たちは、都教委に説明を求めないのか?　その説明がなくても、保護者や・生徒たちに教育的視点に立った説明ができるのか?　もう、いい加減にアイヒマンをやめて、自己の生き方に責任を示してほしい、と強く思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　

「私の職務は座ること」

　

　　　　２００４年３月卒業式被処分者・石川中裁判を支える会・会員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧野一恵

「私の職務は座ること」だったと、今すっきり思えるようになりました。と、「コントラタック」創刊号に書いた時、教員の（職務）って、いったい何なのだろうとしみじみ考えさせられ、（命令）という言葉は、なんて冷たい響きを持つのだろうと、つくづく思いました。

２００３年夏　市教委に呼び出され、なぜ自己申告書を書かないのか、いろいろ聞かれ説諭されました（公務員としての自覚がないとのこと）。

· 人事異動のやり方が突然変えられました。校長の人事構想のもとに、学校づくりを進めるそうです。構想にあわない人は出て行ってもらうということです。自己申告書の裏に来年の異動をどうするのかの有無が印刷されていることから、それを出していない人は校長に決められてしまう恐れがありました。実際、個人的事情は一切許さない、むちゃくちゃな異動でした。私もその一人でした。

· 名札をしていない人の数をホームページに載せるのだそうです（八王子市教委）。「あなたのためにこの学校が悪く思われます。きちんとしてください」と校長に言われました。

· 教材研究をしている放課後、いつも尾行しているような感じになってしまった教頭が入ってきて「週案を見せてください」と言われたその時のことは今でも「ドキッ」としたことが印象に強く残っています。

一つ一つの日常がどこかで決められ個人をがんじがらめにし、「もっと話し合いたい」といったりする者や従わない者を排除していくシステムのつながりを身を持って感じることが出来ました。

《10.23通達》八王子市内のすべての学校からフロアー形式を排除してしまいました。（４０校以上あった）

· 去年と違う卒業式の説明を受けた子どもたち　　納得のいかない何人かが、その後校長室に理由を聞きに行ったり、手紙で去年と同じようにしてほしいと訴えたそうです。

· 前日 　朝「これから職務命令を出します。起立して国歌を斉唱すること」校長はついに言いました。（子どもを捨てたんだと思いました）「そういうことは私たちの職務とは思えません」と、私は一言発言しました。　

· 卒業式　子どもの作品は片すみに寄せられ、紅白幕に代わりました。

自分の名前を誇りをもって自分自身で言っていた子どもたちが担任から呼び捨てにされたのです。校長は、「くん、さん」をつけて呼ぶことを認めませんでした。子供たちは大切にされていないことを敏感に感じ取ったことでしょう。（特に今年の子どもたちは）

その時　　教頭が『国歌斉唱』と言った時、私は座りました。（私のできることはこれしかない）　うしろで指導主事が私たちを見張っていました。

その後　　次から次へと呼び出され（校長室、市教委、都教委）、一人対数人の暴力的な取調べが続きました。その度、自分は何もやましいことをしていないのだとしっかり認識していかないと気持ちがつぶされていくのがよくわかりました。希望しない異動をさせられ、５年間の荷物を宅配便で自宅に送ったりの春休みは、めまぐるしく過ぎたのです。通勤時間も今までより３０分近く増えました。

２００４、４月　入学式直前、処分発令。今までの経過を何も知らない　校長がその後すぐ朝会で「入学式は立ってうたうように」と職務命令を出しました。

２００４、夏　再発を防止するため研修がありました。８/９は母重体のため欠席。

　　　　　今、この文章をまとめながら少しだけ自分の気持ちを整理できました。

· 前の職場のみんなが私にたくさんの言葉をかけてくれ勇気づけてくれました。

· 組合の仲間と共に支えあってここまで来ました。みんながいてくれて本当によかった。

· 闘う仲間がたくさんいる。弁護士さんも仲よくなれそうで嬉しい。

「コントラタック」（反撃）不当処分撤回を求める会ができました。

さあこれからだ！ネ

思想改造を迫る夏の｛被処分者研修命令｝

2004年3月、4月の卒・入学式の「日の丸・君が代・強制命令」に対し、様々な不利益を引き受け、不服従を貫かれた多くの教員たちがいます。そして、処分された教員にはさらに思想改造を迫る「研修命令」なるものが出されました（8/2,8/9,8/30の３回）。「石川中裁判を支える会」の会員が処分されたことは前号でお知らせしましたが、その人たちにも職務命令が出ました。極めて不当なことです。会員の多くが抗議・支援行動に参加しました。以下は「研修命令」が出た会員のレポートです。


これでも研修？

都教委による「服務事故再発防止研修」のひどい実態

2004年4月入学式被処分者　石川中裁判を支える会・会員　

　秋山良一

都教委は８月２日と９日の両日、被処分者及び弁護団を始め広範な市民団体・学者・文化人の反対の声を押し切って、周年行事・卒業式・入学式の「君が代」斉唱時の「不起立」等を理由に懲戒処分を受けた教職員に対する「再発防止研修」を強行しました。

水道橋にある都の研修センター前には、両日とも全都から多数の組合員や市民がかけつけ、この不当な「研修」に対し強く抗議しました。

研修センター入り口は、屈強なガードマンと都教委の職員で固められ、異様な雰囲気でした。十数名の弁護団の代表者が入り口のところで、当日の研修の目的について責任者に回答を求めましたが、顔を硬直させた責任者は、ただ「答えません」を繰り返すのみでした。この「研修」が『場合によっては憲法違反の疑いがある』という地裁の決定もあり、弁護団が「直ちにこの研修を中止するよう」求めましたが「答えません」の一点張りでした。研修を実施するセンターの責任者が「答えません」としか言えないのは上から「しゃべるな」ときつく言われていたとしか思えません。

この異常さは研修が始まってからも続きました。司会者と講師が一方的にしゃべるだけで、質問は一切受け付けませんでした。「質問」と言って手を挙げると「不規則発言はやめてください」とくり返し、そのうち「退去させます」と脅すなど、およそ研修の場とは思えない状態でした。何か困る理由があるのか、テープによる録音も認めませんでした。１時間ほど地方公務員法について講師は下を向いたまま一方的にしゃべり、終わると質問から逃げるように退席してしまいました。

そもそも、この「服務事故再発防止研修」は、飲酒運転や暴力・セクハラ等の「不祥事」や「非行」に対する反省を求めるという趣旨で設けられたもので、今回のように「思想・良心の自由」にかかわる問題で実施するということは極めて違憲の疑いが濃いといえます。そこで、講師の話も一般的な地公法の説明のみで、「日の丸・君が代」について一切触れないものでした。

今回の処分について一切触れることなく、セクハラや暴力沙汰と同レベルの問題として片付けようとするこの研修のやり方に対して、参加者から疑問や質問がたくさん出されましたが、司会者も能面のように黙したまま異様な「研修」は終了しました。

　不服申し立てをし、人事委員会に提訴中であり、まだその審判も決定していないにもかかわらず、一方の当事者が無理矢理「反省」を強要する「研修」を実施することは、処分不服申し立てを認めた制度をないがしろにするものです。

法に従うことを説く者が、自ら法を破り勝手なことができてしまうこの世の中に、背筋が寒くなる思いましました。


　

2004年7月3日（土）八王子クリエイトホールで、第４回「石川中裁判を支える会」の総会が開かれました。多くの皆様のご出席ありがとうございました。出席できなかった会員の皆様には、本来ならば議案書をお送りしなくてはならないところですが、今回は、下記の活動報告で代えさせていただきます。ご了承ください。また、当日、プログラムの一部に変更がありましたことをお詫びいたします


　　　                        　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年度総会（2003/9/7）以降

　　　　　　　　　　（事務局）

· （根津公子さん・第３次処分）「石川中裁判」関係　　

2003/10/16  第１１回石川中裁判
　　　　　元・石川中・秋山校長証人尋問。　秋山氏は「……生徒の心を傷つけてしまった……」「根津さんは生徒たちから好かれていました……」と証言。八王子市教委・和田参事の圧力があったことを事実上認める証言。

2004/1/15  第１２回石川中裁判 

          同僚、保護者、市議の陳述書提出と進行協議

2004/2/5   第１３回石川中裁判
　　　　　　前・八王子市教委・和田信行参事証人尋問。相変わらず事実を捻じ曲げる発言…「（根津さんのプリントは）国旗掲揚、国歌斉唱は殺人者と同じだと言っていることと同じだ…」などと証言。最初から「処分しよう」という姿勢だからこそ、こういうふうに捻じ曲げられるのでしょう。

2004/3/4   第１４回石川中裁判

　　　　　　根津公子さん最終弁論。根津さんは、秋山証言と和田証言を聞いて明らかになった事実を主張。「秋山氏には最初からこのプリントを問題にする気持ちはなかったのではないか。また、『国旗掲揚・国歌斉唱は学習指導要領に明記されている。考えましょうと生徒に呼びかけるのは指導要領に異を唱えることで許されない』と主張する和田氏は『考えましょう』と呼びかける私を最初から処分しようと狙っていた」

2004/5/27　第１５回石川中裁判

「原告の請求を棄却する」という不当判決

　　　　　　　　裁判官………　園部秀穂・谷口豊・山田直之

　　　　　　不当判決ではあるが、裁判官は根津公子さんの授業と学習指導要領の関わりについて踏み込む“危険性”を避けた…？

2004/6/9   東京高等裁判所に控訴

· （根津公子さん・第４次処分）「多摩中謀略事件」関係　
2003/8/28  第３回多摩中謀略事件人事委員会審理

　　　　　前・多摩市教委指導室長・原田美知子氏に対する尋問。都側の悪意に満ちた訊問茶番劇。原田氏は「根津さん支援者が事情聴取を妨害した」などと感情的で筋違いな証言をする

2004/10/1  第４回多摩中謀略事件人事委員会審理　

前・多摩市教委指導主事・野中氏尋問。野中氏は、謀略事件の発端となった「従軍慰安婦」「同性愛者」の授業について、「家庭科で扱うことではない」「従軍慰安婦の問題が家庭科の指導要領のどこに書いてあるのか」などと、根津さん追い落としの材料に使っていたが、人事委員会審理になると自分たちの間違いに気づき路線変更したのだろう、平然と嘘の証言！　「家庭科での従軍慰安婦の扱いは新学習指導要領上、問題はない。むしろ進めて欲しい」と……。2001/7の仕組まれた保護者会で根津さんに対し従軍慰安婦授業攻撃をしたことは、なんだったのか。さらに、「根津さん側についた生徒もいた」という証言をし、図らずも自分たちが生徒を差別・選別しているという証拠を見せつけてくれた

2004/11/6  第５回多摩中謀略事件人事委員会審理

　　　　　　多摩中保護者の証言。仕組まれた2001/6の魔女裁判もどきの保護者会の状況を冷静に証言された

2003/12/24 第６回多摩中謀略事件人事委員会審理

　　　　　当時の統括課長新井清博氏への訊問。根津さんの「指導力不足等教員判定」にも「懲戒処分審査」にも加わった張本人。10/22の時点で指導力不足等教員認定が出来ないと見てとるや、職務命令違反の懲戒処分にしようと「根津処分計画」を同時並行的に検討を進めていたということがわかる証言だった。

2004/１/29 第７回 多摩中謀略事件人事委員会審理

　　　　　こちら側の弁護士から根津さん本人への尋問。根津さんの教育理念は「教育基本法です。家庭科の男女共修に力を入れてきた。男女共生の考え方は文部省より私のほうが早い。教材は、教科書だけでなく自分の問題と感じるようなことは取り上げる。従軍慰安婦を取り上げたのも最適な授業と考えたからだ。学習指導要領には「男女共同参画社会の推進」が取り上げられていて、私の授業もそれに沿っている。多摩中の前島氏は、全くこういうことを知らなかった校長だ。こういう校長こそ、学習指導要領違反、指導力不足ではないか。また、私は、従軍慰安婦の授業を10年ほど前からやっているが、今まで苦情は一度もない」

2004/2/17  第８回 多摩中謀略事件人事委員会審理　　

          都側の弁護士から、根津さん本人と多摩市の前市議・吉田さんに対する尋問。根津さんに対しては、本質から外れた瑣末な質問を繰り返すばかり。９0分の持ち時間を半分近くも残して事実上キブアップ。後半、吉田さんは市教委の謀略を裏付ける決定的な証拠となる証言をされた。「当時の多摩市教育長・石川氏から根津さん追い落としのための協力を要請されたこと。市教委の職員が多摩中卒業生の家々を回って（根津さん追い落としの証拠を作るため公安刑事なみに）ノートを集めて歩いたこと。（吉田さんが）子どもの人権を考えているのかと教育長に問い質したところ、だから卒業生にしたのだ、と言った」ことなど、謀略の証拠を裏付ける数々の事実が浮かび上がった。

2004/5/25 「請求人の審査請求を棄却する」という不当裁決文が送付されてきた　　　　　　審理委員………内田公三・神垣英郎・檜垣正巳

謀略を裏付ける数々の証拠や証言は、見なかったのか聞きかなかったのか！　公正中立であるべき人事委員会が、ここまで独立性をなくせば、もはや人事委員会の機能をなくしていると言える。審理委員の良心を聞いてみたい。

2004/7　　地裁へ提訴予定

★　（根津公子さん・第５次処分）『調布中への見せしめ異動』関係

　　謀略事件のあった多摩中で、根津公子さんは非常な努力を積み重ね生徒や同僚との関係を信頼あるものに築き上げていました。が、多摩中が学級減から過員になる事態が生じ、過員解消のための異動を承諾し人事体制に協力しました。がしかし、異動先は、都教委が自ら定めた異動要綱を破るとんでもないもので、通勤往復3時間半以上もかかる調布市立調布中だったのです。しかも、異動先の調布中には家庭科の教員が居り、根津さんは、また、過員という立場になりました。これは嫌がらせ・見せしめ以外のなにものでもありません。根津さんは、2003年5月26日、都人事委員会にこの異動について不服申し立てをしました。その審理が（1年以上もの過酷な通勤時間を強いた後）、本年4月26日に始まったのです。しかし後述のように、第２回以降の審理は突如中止となりました。　また都教委は、2003年9月に、それまでの異動要綱を改悪し、根津さんの訴えそのものを無効にしようとしたばかりでなく、その改悪異動要綱を今春の卒業式・入学式での命令に従わない不服従教員への脅迫手段に使ったことは皆さんご承知のとおりです。
2004/4/26 第１回　異動問題人事委員会審理

　　　　　多摩中・山本校長証言から一部「…私は、根津さんの苦情を市教委に伝えてやりました。が、市教委が90分で通えると言っていますから、90分で通えると指導するのが、私の責務です…」

前調布中・嶋校長証言・一部・要約……職員や教頭や（既に調布中にいる）家庭科の先生にも誰にも相談しないで（普通の状態だとそういうことは考えられない）、私が家庭科教員の過員配置を希望した。市教委に申し込みに行った。（一般には市教委に置いてある筈の）申込書や回答書はなかった。すぐOKとなった。（通勤往復３時間半を超えるところから）根津さんの過員配置が決まった。家庭科の教員を増やして家庭科教育の目標を実現させれば生徒の荒れた状況も改善できる。私はその直後異動したから、後は「次期校長に託した」。

2004/6/15 「審理請求を却下する」という人事委員会の不当裁決が送付されてきた。　　　2004年4月から、根津さんは立川二中に異動となり、不利益は解消したからという。だからその不利益を救済するのが人事委員会の仕事なのだが。地裁提訴予定。

　　　　  「日の丸・君が代・強制」不服従教員


2003/10/23の都教委通達の下に、学校の周年行事や卒業式、入学式などでの「国旗掲揚・国歌斉唱」が教育委員会から学校現場に命令下達されましたが、多くの教員が不服従を貫き処分されました。不当な事情聴取、不当な処分発令に対し、石川中裁判を支える会・会員は、情報が入り次第、都庁教育委員会に急行し、説明を求め、不当性を主張し、被処分者を激励しました。命令不服従を貫き、学校を教育の場にしようとしている教員には、今後も、様々な不利益が予想されます。私たちは、アイディアを生かし、粘り強く、闘いの渦中の教員たちを支援していきましょう。



「まだまだとおくまでいくんだっちゅうの」
北九州での「君が代」不起立処分から１７年、提訴から８年、学校現場に内心の自由を求め、「君が代」強制を憲法に問う裁判、「ココロ裁判原告意見陳述集増補再版」ができました。法制化直前に発行した意見陳述集「とおくまでいくんだっちゅうの」に、その後原告に加わった二人の意見陳述を入れたものです。一部１０００円。下記のメールにご注文ください。できれば複数でお願いします。
竹森真紀さん宛 ui-maki@mx2.tiki.ne.jp　電話・ファックス　092-663-0013

　ココロ裁判原告たち一人ひとりの、服従することはできない!という気持ちがひしひしと伝わってきます。共感したり、教えられたり、そして、私は…？と、自然に自己を問いたくなる。戦争に加担することを拒否しなければ…と思う人、とりわけ教員にはぜひ、読んでほしい。そして、来春は、全国から不服従の声を上げたい。行動を起こしたい。…そう思いませんか?


再度会費納入のお願いを致します

前号で会費納入をお願いしましたが、こちらの手違いで、振込用紙の同封を忘れました。皆様にご迷惑をおかけしたことをお詫びいたします。まだ納入されていない会員の方には、今回、改めて2004年度会費として2000円を納入くださいますようお願い申し上げます。振込口座は、郵便局の00150-7-15453 石川中裁判を支える会です。尚、前回、こちらの不手際にもかかわらず振込みいただきました会員の皆様には、心から御礼申し上げます。振り込みいただいた方に、もし今回、間違って振込用紙が同封されておりましたら、ご容赦ください。（事務局）　　　　

注：ほうせんかは２３号から、赤紙版（多摩中事件関係）をやめ、白紙版に統一して発行することになりました（事務局）
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